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梅雨期の乳牛の飼養管理 
畜産専門技術員 岡  秀 

 

 ６月の県下の平均気温は南部で22－25℃，北部で

19－23℃位であるから，乳牛にとっては初夏とは言

えまだ温度的には凌ぎやすい時節である。しかし，

降雨量は１年を通じての県下の月平均90㎜に対し

て南部で150－190㎜，北部で190－240㎜で相当に多

く，したがって多湿の月である。 

 今年は暦の上では６月11日が入梅にあたってい

るが，中央気象台発表の長期気象予報ではやや早め

に梅雨に入るとのことである。梅雨ともなれば，牛

舎はじめじめと湿めり，飼料はカビが生えたり腐り

やすく，乳量は減って乳質は悪化しやすいものであ

るから注意を要する。 

 

１．飼養管理の注意点 

 乳牛特にホルスタイン種は，気温が22℃以上にな

ると乳量が減少し，それ以上の高気温が長く続くと

乳量は元に戻らないものであるから，月末の暑気が

強い時は樹蔭，林間などに繋ぐようにする。しかし，

一般的には６月は乳牛にとっては気候もよく分娩

後の恢復，泌乳成績も良好なものである。 

 すべての乳牛は，春から始めた放牧，繋牧，或は

青草給与によく馴れて，充分草が利用できるので牛

乳の生産量も多く，反面牛乳の消費量は増して乳価

は比較的高いので利益のあがる季節である。したが

ってこの月の乳牛飼養法は濃厚飼料をなるべく節

約して自給飼料を最大限に利用しなければならな

い。青刈や刈草などを１日１頭当り10－15貫与えて，

麩糠類を３升位与えれば４－６升の牛乳を生産す

ることができるから，購入飼料は１日45円内外です

み乳価の17－25％であがるわけである。 

 草を沢山与える時には，オーチャード，チモシー，

フェスキュー，青刈玉蜀黍，青刈燕麦などの栄養率

が大体10内外のものを維持飼料として体重の８－

10％用い，クローバー，ベッチなどの栄養率が３－

５％内外のものを生産飼料として，乳量と食欲に応

じて与えるようにする。 

 最近濃厚飼料が容易に入手給与できる反面，青草

の不足と乳牛の運動運動不足のために卵巣嚢腫な

どの繁殖障害が多くなって来ているが，この季節に

は極力濃厚飼料を減らして青草を十分与えて運動

を課し，発情を正常にして受胎させなければならな

い。しかし，青草給与上注意しなければならないこ

とは，草にはカリ分を多く含み，多量の草を牛が食

べるとカリはソーダの排泄を促すので，生草飽食期

には食塩の給与を忘れてはならない。食塩を与えな

いで２－３週すると乳牛は食欲不振で飲水量が少

くなり，元気を失って乳量が減少する。また，食塩

不足の牛に塩を急に与えると，これを過食して中毒

を起すことがあるから生草飽食期には日量20－30

匁の食塩を必ず与えることが肝要である。 

 勿論この頃の草は開花中或は開花前のもので若

くて栄養に富んでいるが，もし青刈燕麦などの粗剛

になったものがあれば，クローバー，ベッチなどを

若干混ぜてサマーサイレージとして貯蔵しておけ

ばよい。 

 その他の飼養管理の注意点は，梅雨どきはとかく

牛舎が多湿となり，乳牛は舎外の運動ができないで

乳量が減るものであるから，牛舎の通風や牛舎床の

乾燥を計ると共に乾いた敷藁や麦稈などを敷いて

常に糞をよく掻いて置くことが大切であり，乳牛に

はなるべく毛櫛をたびたびかけて新陳代謝を促し，

晴天のあい間を見て運動させなければならない。 

 また，梅雨期には飼料にカビが生えたり，腐敗し

やすいものであるから，特に飼槽は清潔にし，１回

に乳牛が食べ終るだけの新しい飼料を数回に分与

して残食させないようにすることが肝要である。 
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２．二等乳の発生防止 

 牛乳の消費は，６月頃から増して乳価は高くなり，

生産費は安いので，この頃の牛乳生産は極めて有利

である。ところが，６月頃から二等乳の発生割合が

急に増えてくるから，発生防止に努めなければなら

ない。 

 昔から牛乳の変敗や散高乳は，ぼつぼつ暖くなる

菜腫の花盛りごろや梅雨明けに多いといわれてい

るが，いま月別の二等乳の発生状況を示すと次表の

通りであり，６月から９月の間に多発するものであ

る。 

月 
別 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

 
東
京 

％ 
0.3 

％ 
0.3 

％ 
1.4 

％ 
2.9 

％ 
6.2 

％ 
17.7 

％ 
17.0 

％ 
15.4 

％ 
17.5 

％ 
7.1 

％ 
3.8 

％ 
0.5 

静
岡 

4.2 3.6 4.0 4.6 6.3 10.3 16.0 16.6 14.6 10.6 7.3 5.3 

 二等乳とは牛乳の貯蔵中に乳酸菌が増殖して牛

乳中の乳酸含量が0.18％以上となった酸高乳で，ア

ルコール反応陽性を示す牛乳であるが，少くとも一

等乳より２割以上格安なものであるから，その発生

を極力防止せねばならない。即ち搾乳衛生としては，

牛体は平素から手入を十分にして清潔にしておく

と共に牛舎も清掃に努め，搾乳前には乳房を微温湯

で清拭する。また搾乳者は清潔に洗った乾いた手で

搾乳し，搾乳の最初の１－２搾りはバケツ外に搾り

捨てることが肝要である。 

 器具の衛生としては，搾乳バケツは勿論，濾過器，

濾過布，冷却缶，輸送缶など牛乳にふれる器具類は

すべて洗浄消毒して乾燥しておかなければならな

い。消毒は熱湯でもよく或はオスパン液かオーヤラ

ックスを使うのもよい。特に濾過布は毎回必ず消毒

して乾燥したものを使用するがよい。 

 搾乳は清潔に速かに行い，搾乳後は直ちに井戸水

や流水で１時間以内に摂氏18℃以下に冷却するこ

とが必要である。冷却する場合には時々撹拌すると

早く冷却できるものであり，冷し水はときどき取り

換え，また普通の井戸水は摂氏16－18℃程度である

から，井戸に入れたからといって長時間の保存はで

きないものである。無論，冷い乳と暖かい乳を混ぜ

てはいけない。 

 なお，牛乳の処理を手落ちなくやっても，それで

も二等乳が出ることがあるが，これは乳房尖の場合

か，或は乳腺細胞の機能変調にもとづく低酸度二等

乳の場合が往々あるので，家畜保健衛生所又は畜産

普及員に相談することが緊要である。 

 

３．サシバエの発生予防及び駆除 

 乳牛にとってきわめて悪性で被害の大きい害虫

は吸血性家蝿科のサシバエ（刺蝿）であり，ついで

蚊，アブ，ブヨの順であろう。わが国ではサシバエ，

ヒメサシバエ，インドサシバエ等が多く，これ等は

５－６月頃に発生して牛の周囲，畜舎の外壁などに

蝟集して殆んどすべての家畜を襲い吸血するし，人

が刺されると言うに言われぬ痛痒を感じさせる蝿

である。このサシバエの発生を可能な範囲で最小限

にするためには，その幼虫の成育場所を処理するの

が最もよろしい。 

 サシバエの卵は３日前後で孵化して幼虫は２－

３週間で成熟するが，幼虫の最も適した生育場所は

牛糞の中や，麦藁と牛糞の堆積所などである。しか

も湿気があってじめじめした処に幼虫が群生して

いる場合が多い。青草類を舎内に投入れて牛が踏み

つけている場合は，その下に1.5－2.0㎝の白色又は

黄白色の幼虫が相当沢山いることがある。このよう

なわけで，サシバエの幼虫の生育に適さないような

環境にすることが先決で，つぎのような点に注意す

ることが肝要である。 

（１）牛糞，藁等は完全に醗酵させ，出来るだけ早

く土地に施肥してしまうこと。 

（２）時々ＤＤＴ，ＢＨＣ等の薬剤を堆積所に散布

すること。 

（３）牛体について吸血している蝿は雌が多いから

努めて叩き殺すこと。 
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（４）牛舎の壁，フォーク，柱等およそ蝿がとまる

処には１日置き位にＤＤＴの油剤５－10％を散布

してやること。 

（５）鶏を牛舎に放飼してサシバエの幼虫を補食さ

せるのもよく，特に牛の運動場では牛糞の不消化の

穀類を食べると同時に，サシバエの幼虫もよく捜し

て食べるから一石二鳥である。 

 なお，サシバエの襲来を防ぐ方法としては経費が

多くかかるけれども，牛舎の窓，出入口には蝿野簾

のようなものを下げて置くとよい。 

 

４．乳牛の役利用 

 今月は猫の手も借りたい麦秋の候で，麦刈が終る

と麦跡耕起及び水田作業（荒代・代掻）などの畜力

の活躍するシーズンである。 

 乳牛の役利用は合理的飼養管理の下における年

令相応の適切な労役であるならば却って乳牛の健

康を増進し，或は繁殖成績や能力向上のために良い

影響を及ぼすと同時に酪農経営合理化のために有

利なものである。しかし，役利用に当ってはいろい

ろな点に注意して無理のないように実施すること

が最も肝要である。 

 労役による乳量の低下は普通１－２割であるが，

特に１日６時間以上の使役になると乳量が減少し，

１日４時間位の中等程度の労役では乳量は大なる

低下はないものであり，実際使役に当っては連続的

に労役させないで午前２時間，午後２時間に分割し

て使役させる方がよい。また，減乳を防ぐためには，

使役の２－３日前から２割位濃厚飼料を増飼いし

ておき，使役後は金櫛，毛櫛，藁束等で牛体の梳拭，

手入をして充分休養を与えると共に，水と食塩を必

ず給与することが大切である。 

 なお，役利用に当って注意しなければならないこ

とは，産前産後２ヵ月以内のもの，乳量が年30石以

上の能力の優れた乳牛，或は１日８升以上の泌乳期

にあるものは労役をさけた方がよい。 

 水田作業では，索緒は肩端より約 10 ㎝上で腹帯

に結びつけると丁度よい。重い粘土質地帯では，索

緒は頸木索きと胴索きを併用するとよい。労役期の

約２週間前には必ず削蹄して，蹄の坐りをよくして

おくべきことは勿論である。月末には日中は大分暑

いこともあるので，暑いときには前述のように朝２

時間，夕刻２時間というように使役するがよく，で

きうれば１日おきに，或は２－３日使って２－３日

休養させるようにすれば最も理想的である。 


